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論　文
えひめの地域づくり

があるという判断から、その一部は住民に委ねら
れてきています。一方、住民の立場からは、多様
な課題解決には、行政による取組みは各個人に
とっては不十分であり、それぞれの個人の満足度
を得るためには膨大なコストがかかります。行政
サービスを補完する住民主体の取組みの方がより
満足度を得ることができる暮らしの実現につなが
るというメリットがあるように思えます。加え
て、住民が自発的に行動を起こしやすくする環境
整備が進み、NPO（民間非営利組織）等が組織
され、市民が主体的に考え、行動するようになり
ました。これらの動きを支援するために、財団法
人えひめ地域政策研究センター主催で「地域づく
り人養成講座」を実施するなど、まちづくり人材
の育成にも取り組んでいます。
　このような協働型のまちづくり活動が展開され
てきた時代で、現在もまちづくりの主流になって
います。こういう動きを支えているのは、ワーク
ショップの手法が開発されてきたことも大きな要
因です。

〈事例　まちづくり学校双海人〉
　伊予市双海町で生まれたまちづくりグループが
います。その名も「まちづくり学校双海人（ふた
みんちゅ）」といいます。学校なので、校訓があ
ります。「ふるさとを愛し、たのしく学び、みん
なが幸せになる」をモットーに、住民主体のまち
づくり活動を８年間にわたって進めてきていま

す。コロナ禍で活動が止まっていますが、もちろ
んこれからも続いていくと思います。愛媛県内で
まちづくりに関わっている方には結構知られてい
る存在です。その団体が、総務省と全国過疎地域
自立促進連盟から、優れた取組みで過疎地域を活
性化させたとして連盟会長賞を受賞しました。
　この双海人は、今は２か月に１回（以前は毎月）
定例会を開き、そこで学んだことを、小さなこと
から実践していくことを繰り返しています。メン
バーは年会費千円を出して、自発的に手弁当で参
加しています。
　この定例会には、双海地区だけでなく町外から
も参加している老若男女が40名近く集まり、だ
いたい19時から21時のおおむね２時間のワーク
ショップを実践しています。このワークショップ
では、８人程度のグループに分かれて、自分たち
住んでいる地域で生活実感の中で抱えている困り
ごとや課題を出し合い、自分たちで優先順位をつ
けて、対応策を考えるという流れで進めていま
す。最初の１時間は、解決したいと決めたテーマ
に基づく勉強会です。その勉強会は、社会的背景
や他地域の活動事例の勉強だったりします。残り
の１時間は、勉強会で学んだことを、どうしたら
自分たちで実践できるのか、アクションプランを
考えるというパターンです。ここで合意ができた
アクションプランはまず実践する。小さく起こし
て大きく育てるという感じでしょうか。
　そこでは、独居老人の孤立感を防ぐために、「く

引用　舞たうんVOL50　特別寄稿「地域づくりの中心はひとづくり」より


